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月　　日 時　　間 場　　　所

申告受付期間 ２月18日（月）～ 午前９時～午後５時30分 役場税務課
３月17日（月）

２月19日（火） 午後１時30分～３時 千早老人憩いの家

２月20日（水） 午前10時～午後３時
千早赤阪村コミュニティホール

出張申告受付日 （小吹台）

２月21日（木） 午前10時～午後３時
千早赤阪村コミュニティホール
（小吹台）

２月22日（金） 午前10時～午後３時 大阪南農協旧千早支店

申告受付日程

公的年金受給者確定申告事前相談
〈
問
い
合
わ
せ
〉
税
務
課

村
・
府
民
税
、
所
得
税
の
申
告
は
お
早
め
に

申
告
受
付
が
始
ま
り
ま
す
（
2
月
18
日
〜
3
月
17
日
）

１．

村
・
府
民
税
の
申
告

が
必
要
な
人

平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
千
早

赤
阪
村
に
住
ん
で
お
り
、
次
の
２
に

記
載
の
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人
以

外
の
人
で
、
昨
年
１
年
間
（
平
成
19

年
１
月
か
ら
12
月
）
に
収
入
の
あ
っ

た
人
。

申
告
書
は
、
公
営
住
宅
の
申
し
込

み
、
就
園
奨
励
費
の
補
助
、
各
種
融

資
の
所
得
証
明
、
私
立
高
校
の
授
業

料
の
軽
減
申
請
、
国
民
健
康
保
険
料

の
算
定
、
そ
の
他
各
種
証
明
の
基
礎

資
料
に
な
り
ま
す
。

昨
年
中
に
所
得
の
な
い
人（
学
生
、

病
気
、
家
事
手
伝
い
な
ど
）
や
非
課

税
所
得
（
雇
用
保
険
、
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
な
ど
）
の
み
の
人
も
、
申

告
が
な
い
と
非
課
税
証
明
書
な
ど
の

発
行
が
で
き
な
い
た
め
、
証
明
書
を

必
要
と
す
る
融
資
や
補
助
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
送
付
さ
れ
た
申

告
書
裏
面
の
無
収
入
欄
へ
記
入
の
う

え
、押
印
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

２．

申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人

¡

給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
に
収
入

が
な
く
、
勤
務
先
か
ら
村
役
場
へ

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
人

¡

税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
人
（
納
税
相
談
の
結
果
、
確

定
申
告
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人

は
、村
・
府
民
税
の
申
告
の
み
必
要
）

３．

申
告
に
必
要
な
も
の

¡
印
鑑
・
給
与
収
入
の
あ
る
人
は
、

源
泉
徴
収
票
（
平
成
19
年
分
）

¡

営
業
や
不
動
産
収
入
の
あ
る
人
は

収
入
の
明
細
な
ど
所
得
の
分
か
る

も
の

¡

生
命
保
険
料
、
地
震
（
長
期
損
害
）

保
険
料
の
支
払
い
の
あ
る
人
は
そ

の
証
明
書

◎
村
・
府
民
税
の
申
告
書
は
２
月
上

旬
に
税
務
課
よ
り
郵
送
し
ま
す
が
、

昨
年
度
の
実
績
で
抽
出
し
て
い
ま

す
の
で
、
申
告
す
る
必
要
が
あ
る

の
に
申
告
書
が
送
ら
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
申
告
を
す
る
必
要

の
あ
る
人
は
、
役
場
税
務
課
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
お
お
む
ね
次
の
q
w
の
条
件
に
当

て
は
ま
る
人
に
は
、
申
告
書
を
送

付
し
ま
せ
ん
。

q
昨
年
度
、
村
・
府
民
税
を
特
別
徴

収
（
給
与
天
引
き
）
さ
れ
て
い
る

人
で
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
る
人

w
昨
年
度
、
確
定
申
告
を
し
た
人

年金受給者などを対象とした確定申告期間前の事前相談の指導・受付を行いますのでお越
しください。

医療費控除・住宅借入金等特別控除・災害などによる雑損控除・山林所得・譲渡所
得・贈与税等の相談は受け付けておりませんので、確定申告期間中に富田林税務署で申
告してください。

日時 ２月６日（水）午前10時～午後３時
場所 くすのきホール第１会議室・いきいきサロンやまゆり（小吹台）

◆
所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

平
成
19
年
分
の
所
得
税
の
申
告
と

納
税
は
３
月
17
日
ま
で
、
個
人
事
業

者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
は
、

３
月
31
日
ま
で
で
す
。

確
定
申
告
書
は
、
自
分
で
作
成
し

早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

作
成
し
た
申
告
書
は
、
郵
便
な
ど

に
よ
る
送
付
が
便
利
で
す
。

確
定
申
告
書
の
控
え
が
必
要
な
人

は
、
申
告
書
控
え
の
ほ
か
返
信
用
封

筒
（
宛
名
を
記
入
し
、
切
手
を
貼
付
）

を
同
封
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
返
送
し

ま
す
。

医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
、
中
途
退
職
な
ど
で
還
付
申

告
を
さ
れ
る
人
の
申
告
書
の
受
付
お

よ
び
記
載
指
導
は
２
月
15
日
以
前
で

も
行
い
ま
す
。

ま
た
、
２
月
18
日（
月
）か
ら
３
月

17
日（
月
）ま
で
は
、
確
定
申
告
の
受

付
を
役
場
税
務
課
で
も
行
い
ま
す
。

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

た
だ
し
、
医
療
費
控
除
・
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
・
譲
渡
所
得
・
山

林
所
得
・
災
害
な
ど
に
よ
る
雑
損
控

富
田
林
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

（ ）
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２月 ３月
相　談　会　場 18 19 20 21 22 25 26 27 28 29 3 4 5 6 7 10 11 12

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水
富田林市民会館
富田林市粟ヶ池町2969－5 ● ● ● ● ● ● ● ●
（10721@51101）
太子町自然休養村管理センター
太子町山田88 ●
（10721(85517 町役場）
河内長野商工会館
河内長野市昭栄町7－3 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
（10721%39900）
LICはびきの
羽曳野市軽里1－1－1 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
（1072（958）2331）
はびきのコロセアム
羽曳野市南恵我之荘4－237－4 ● ● ● ● ●
（1072（937）3123）
藤井寺市商工会館
藤井寺市岡1－2－16 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
（1072（939）7047）
藤井寺市民総合会館分館
藤井寺市沢田3－6－36 ● ● ● ●
（1072（953）9016 臨時電話）
大阪狭山市商工会館
大阪狭山市今熊1－540－3 ● ● ● ● ● ● ●
（1072（365）3194）
堺市美原商工会館
堺市美原区北余部661－4 ● ● ● ● ● ● ● ●
（1072（362）0011）

○譲渡所得・贈与税の相談は、税務署で行います。
○開設時間は、午前10時～正午、午後１時～４時です。（正午から１時までは相談を行っておりません。）
○来所者が多数の場合は、午前中の早い時間に当日すべての相談受付を締め切る場合がありますのでご了承ください。
〈問い合せ〉富田林税務署・^富田林納税協会・近畿税理士会富田林支部

確定申告相談会場の開設のお知らせ

にせ税理士に注意!!
納税者の依頼による税務代理、

税務相談、税務書類の作成は、税
理士の資格のない人が行ってはな
らないことになっています。
確定申告の時期には、税金の申

告手続きなどを税理士に依頼され
る機会が多いことに便乗して、税
理士資格のない者が申告書の作成
などを行うことがあります。
このような「にせ税理士」は、税

理士法に違反するだけでなく、依
頼した納税者にも迷惑をかける結
果になることがありますので、十
分注意してください。

開設日 会場（所在地）

２月12日（火）～２月14日（木） 金剛団地中央集会所 ２階洋室
（富田林市寺池台１－９－70）

２月５日（火）～２月14日（木） 河内長野市役所 ８階802会議室
（土・日は除く） （河内長野市原町１－１－１）
１月30日（水）～２月７日（木） 藤井寺市市民総合会館 別館中ホール
（土・日は除く） （藤井寺市北岡１－２－８）
２月６日（水）～２月14日（木） 大阪狭山市役所３階第１・２会議室
（土・日は除く） （大阪狭山市狭山1－2384－1）

羽曳野市役所 別館３階会議室
（羽曳野市誉田４－１－１）

２月８日（金）～２月14日（木） 堺市美原区役所 別館３階会議室
（土・日は除く） （堺市美原区黒山167－１）

除
に
つ
い
て
は
、
直
接
税
務
署
へ
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
富
田
林
税
務
署
で
は
、
申

告
期
間
中
の
平
日
（
月
〜
金
曜
日
）

以
外
で
も
２
月
24
日
・
３
月
２
日
の

日
曜
日
に
限
り
、
確
定
申
告
の
相

談
・
受
付
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
当

日
は
電
話
に
よ
る
相
談
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

こ
の
２
日
間
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

◆
納
税
は
、
安
全
・
便
利
な
口
座

振
替
で
！
還
付
金
の
受
取
り

は
、
便
利
な
口
座
振
込
で
！

○
口
座
振
替

つ
い
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
る

こ
と
が
な
い
、
安
全
・
便
利
な
納
税

方
法
で
す
。
も
し
納
期
限
に
遅
れ
て

納
税
し
た
と
き
は
、
延
滞
税
を
納
税

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、「
申
告
所
得
税
」
や
「
消

費
税
」
の
納
税
に
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
、「
納
付
書
送
付
依
頼
書
・

預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
金
融

機
関
名
や
口
座
番
号
な
ど
の
必
要
事

項
を
記
入
い
た
だ
き
、
届
出
印
を
押

印
の
う
え
、
税
務
署
ま
た
は
預
貯
金

ご
利
用
の
金
融
機
関
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

○
口
座
振
込

指
定
の
あ
っ
た
預
貯
金
口
座
に
直

接
還
付
金
を
振
込
す
る
方
法
で
大
変

便
利
で
す
。
手
続
き
は
、
還
付
申
告

書
の
「
還
付
さ
れ
る
税
金
の
受
取
場

所
」
欄
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
税
務
署

申
告
・
申
請
　
個
人
課
税
部
門

口
座
振
替
・
口
座
振
込
　
管
理
部
門

◆
還
付
申
告
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
開
設

年
金
受
給
者
や
給
与
所
得
者
で
医

療
費
控
除
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
、
中

途
退
職
者
な
ど
で
還
付
申
告
を
す
る

人
の
た
め
の
申
告
会
場
（
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
）
を
開
設
し
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
確

定
申
告
の
手
引
き
」
に
基
づ
い
て
申

告
書
作
成
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
譲
渡
所
得
・
贈
与
税
の
相
談
は

受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
確

定
申
告
期
間
中
に
税
務
署
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

時
間
は
、
午
前
10
時
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
で
す
。

な
お
、
各
会
場
の
駐
車
場
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
車
・
バ
ス
な

ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
税
務
署
　
1
@4
３
２
８
１

◆
上
場
株
式
な
ど
を

売
却
さ
れ
た
人
へ

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.nta.go.jp

）
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」に
ア
ク
セ
ス
し
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
収
入
金
額
な

ど
の
必
要
な
項
目
を
入
力
す
る
こ
と

に
よ
り
、
簡
単
に
申
告
書
や
計
算
明

細
書
な
ど
が
作
成
で
き
、
そ
れ
ら
を

郵
送
な
ど
で
税
務
署
に
提
出
で
き
ま

す
。ま

た
、
当
コ
ー
ナ
ー
で
作
成
し
た

デ
ー
タ
は
「e

―T
ax

」
を
利
用
す
れ

ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
税
務
署
に
送

信
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
大
変
便

利
で
す
。

◆
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き

個
人
か
ら
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き

は
、
贈
与
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま

す
。
贈
与
税
の
課
税
方
法
に
は
、

「
暦
年
課
税
」
と
「
相
続
時
清
算
課

税
」
の
２
つ
が
あ
り
、
贈
与
者
ご
と

に
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
方
法
を
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

贈
与
税
の
申
告
と

納
税
は
、
贈
与
を
受

け
た
年
の
翌
年
２
月

１
日
か
ら
３
月
15
日

ま
で
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
税
務
署

１月30日（水）、31日（木）
２月４日（月）、５日（火）
２月７日（木）、８日（金）

所得税・個人事業者の消費税の申告については下記の場所で税理士が相談・アドバイスを行います。
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議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り 

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り 

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り 

議
会
だ
よ
り 

－ 編集 － 

議 会 広 報 
編集委員会 

第
83
号

12月定例会のあらまし

平成19年12月の千早赤阪村議会定例会（第４回）は12月６日に開会し、人事案件

や条例改正、補正予算など計12議案が提案され、それぞれ可決・同意しました。

18日の最終日には議員から意見書の提案や一般質問を行い、13日間の定例会を閉

会しました。

合
併
問
題
調
査
特
別
委
員
会

▼
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

報
告

広
域
連
合
議
会
で
は
、
本
年
４
月

か
ら
実
施
予
定
の
後
期
高
齢
者
医
療

の
条
例
制
定
や
府
民
か
ら
出
さ
れ
た

請
願
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
に
対
し
て
、
各
議
員
か
ら
住

民
へ
の
周
知
や
こ
れ
ま
で
の
医
療
制

度
、
住
民
健
診
な
ど
が
後
退
し
な
い

か
な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
行
財
政
改
革
実
施
計
画
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

平
成
17
年
か
ら
21
年
ま
で
の
５
カ

年
計
画
で
実
施
し
て
い
る
村
元
気
プ

ラ
ン
（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
の
18
年

度
の
実
績
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

18
年
度
は
目
標
効
果
額
１
億
５
３

７
５
万
円
に
対
し
、
実
績
で
は
１
億

１
４
２
７
万
１
０
０
０
円
の
財
政
効

果
が
あ
り
ま
し
た
が
、
計
画
を
３
９

４
７
万
９
０
０
０
円
下
回
り
ま
し
た
。

▼
赤
阪
小
学
校
耐
震
診
断
調
査
結
果

に
つ
い
て

昭
和
36
年
に
建
築
さ
れ
た
赤
阪
小

学
校
の
耐
震
診
断
を
行
い
、
補
強
が

必
要
な
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
今

後
、
耐
震
補
強
設
計
及
び
補
強
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
す
。

全
員
協
議
会
報
告

12
月
12
日
の
全
員
協
議
会
で
は
、
赤
阪
小
学
校
の
耐
震
診
断
調
査
報
告
な
ど

５
件
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

12
月
26
日
、
平
成
19
年
第
６
回
臨
時
会
を
開
会
し
、
小
学

校
の
条
例
改
正
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
４
月
か
ら
千
早
小
学
校
と
小
吹
台
小
学
校
が
統

合
し
、
名
称
は
「
千
早
赤
阪
村
立
千
早
小
吹
台
小
学
校
」
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
千
早
小
学
校
の
閉
校
事
業
補
助
と
し
て
91
万
円
の

補
正
予
算
も
可
決
し
ま
し
た
。

臨時会

12
月
10
日
「
合
併
協
議
会
の
設
置

に
つ
い
て
」
を
議
題
に
合
併
問
題
調

査
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

河
内
長
野
市
と
の
「
合
併
協
議
会
」

設
置
に
対
し
、
集
中
的
に
質
疑
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
か
ら
で

す
。ま

ず
、
行
政
か
ら
６
月
22
日
の
合

併
協
議
推
進
の
決
議
以
降
の
経
過
及

び
「
合
併
協
議
会
設
置
規
約
（
案
）」

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

経
過
に
つ
い
て
は
、
７
月
に
大
阪

府
へ
協
力
要
請
を
行
っ
た
あ
と
、
10

月
に
は
河
内
長
野
市
に
合
併
協
議
会

設
置
の
要
請
、
11
月
に
は
合
併
推
進

室
を
設
置
し
、
合
併
協
議
会
設
置
に

向
け
事
務
的
な
協
議
を
進
め
て
い
る

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

規
約（
案
）の
概
要
に
つ
い
て
は
、合

併
協
議
会
の
役
割
、規
約
、委
員
構
成
、

合
併
協
議
会
の
組
織
及
び
事
務
の
流

れ
等
の
概
要
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
次
の
よ
う
な
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

▼
村
長
は
住
民
や
議
会
に
対
し
て
説

明
責
任
に
欠
け
て
い
る
。

▼
住
民
説
明
会
を
開
く
必
要
が
あ

る
。

▼
20
年
４
月
に
合
併
と
言
っ
て
き
た

が
で
き
る
の
か
。

▼
合
併
後
の
村
の
名
称
や
各
施
設
の

扱
い
は
。

▼
協
議
会
委
員
（
案
）
の
中
に
議
員

が
多
い
の
は
な
ぜ
か
。

な
ど
多
く
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
行
政
は

責
任
は
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

今
後
、
広
報
誌
や
住
民
説
明
会
等
を

通
じ
説
明
責
任
に
努
め
た
い
。
住
民

説
明
会
は
合
併
協
議
会
設
置
後
に
考

え
て
い
る
。

20
年
４
月
の
合
併
は
困
難
な
状
況

で
あ
る
。

各
施
設
の
取
り
扱
い
は
、
決
ま
っ

た
も
の
で
は
な
い
。

千
早
赤
阪
の
名
称
は
、
住
民
の
意

向
に
添
え
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

協
議
会
委
員
の
構
成
は
、
河
内
長

野
市
の
意
向
で
あ
る
。

最
後
に
村
長
か
ら

合
併
問
題
は
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
ば
か
り
で
、
今
後
も
大
阪
府

を
窓
口
に
進
め
る
。
合
併
協
議
会
設

置
を
12
月
定
例
会
に
提
案
し
た
い
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
合
併
問
題
に
つ
い

て
、
委
員
会
で
慎
重
に
議
論
を
重
ね

ま
し
た
が
、
村
と
同
様
に
12
月
定
例

会
に
「
合
併
協
議
会
の
設
置
」
を
上

程
す
る
予
定
で
あ
っ
た
河
内
長
野
市

が
、
急
き
ょ
知
事
選
挙
の
動
向
を
見

た
い
と
し
て
、
12
月
議
会
へ
の
上
程

を
見
送
っ
た
の
で
、
議
会
と
行
政
が

協
議
し
、
本
村
も
上
程
を
見
送
り
ま

し
た
。
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意
　
　
　
見
　
　
　
書

12
月
定
例
会
で
は
、
次
の
４
件
の
意
見
書
を
上
程
し
ま
し
た
。

全
会
一
致
で
可
決
し
た
３
件
の
意
見
書
は
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
関
係

大
臣
や
国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

▼
割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正
に
関
す
る
意
見
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

▼
肝
炎
問
題
の
早
期
全
面
解
決
と
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
の
早
期
救
済
を
求
め
る

意
見
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

▼
道
路
特
定
財
源
諸
税
の
暫
定
税
率
の
延
長
及
び
高
速
道
路
料
金
の
引
下
げ
に
関

す
る
意
見
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
　
　
　
　
　
　
　
（
否
決
）

議
会
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
要
望
し

た
こ
と
か
ら
、
富
田
林
市
消
防
署
千

早
赤
阪
分
署
に
お
い
て
、
議
員
が
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
普
通
救
命
講
習
を
受

講
し
ま
し
た
。

救
急
救
命
士
か
ら
迅
速
な
救
命
の

大
切
さ
を
教
え
ら
れ
た
あ
と
、
胸
骨

圧
迫
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
操

作
方
法
の
実
技
講
習
が
あ
り
ま
し
た
。

真
剣
な
質
疑
応
答
の
後
、
一
人
ず
つ

実
技
テ
ス
ト
を
受
け
、
無
事
全
員
合

格
と
な
り
ま
し
た
。
３
時
間
の
講
習

を
終
え
、
受
講
者
全
員
「
普
通
救
命

講
習
終
了
証
」
を
取
得
し
ま
し
た
。

普
通
救
命
講
習
を
受
講

心
肺
停
止
患
者
の
心
臓
に
電
気

的
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
心
臓
の
働

き
を
元
に
戻
す
こ
と
を
試
み
る
医

療
機
器
。

除
細
動
は
１
分
遅
れ
る
毎
に
、

救
命
率
が
10
％
程
度
低
下
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
迅
速
な
除
細
動

が
生
死
を
分
け
る
こ
と
に
な
り
、

救
急
車
が
到
着
す
る
５
〜
６
分
が

勝
負
と
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）と
は
？

いっぱん 質 問  い っ ぱ ん 質 問  い っ ぱ ん 質 問  い っ ぱ ん 質 問  

12月定例会では、８人の議員が一般質問を行いました。
内容（500字以内）は、質問した議員の責任で作成したものです。

徳
丸
議
員

薬
害
肝
炎
被
害
者
へ
の
支
援
を

薬
害
肝
炎
被
害
者
へ
の
支
援
を

合
併
の
是
非
は
住
民
に
信
を
問
え

合
併
の
是
非
は
住
民
に
信
を
問
え

薬
害
肝
炎
は
、
国
と
製
薬
会
社

の
責
任
を
認
め
る
判
決
が
出
て
い
る
。

村
と
し
て
国
に
被
害
者
へ
補
償
す

る
よ
う
申
し
入
れ
る
こ
と
と
、
村
と

し
て
で
き
る
支
援
を
要
望
す
る
。

薬
害
肝
炎
の
被
害
者
へ
の
補
償

に
つ
い
て
は
国
が
行
う
べ
き
も
の
。

支
援
に
つ
い
て
は
国
の
責
任
や
補
償

が
明
ら
か
に
さ
れ
、
自
治
体
に
協
力

要
請
が
あ
れ
ば
考
え
た
い
。

申
し
入
れ
に
つ
い
て
は
町
村
長
会

と
も
相
談
し
検
討
し
た
い
。
保
健
所

で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
を
無
料
化

す
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
広
報
へ

の
掲
載
も
検
討
し
た
い
。

河
内
長
野
市
と
の
合
併
に
つ
い

て
は
、
第
１
に
住
民
の
意
志
を
確
認

す
る
努
力
を
し
て
い
な
い
。
第
２
に

村
の
将
来
が
み
え
て
こ
な
い
。
第
３

に
近
隣
の
市
や
町
と
の
関
係
も
気
ま

ず
く
し
壊
す
。
第
４
に
「
合
併
し
か

な
い
」
と
い
っ
て
自
立
の
道
を
放
棄

し
て
い
る
。
そ
の
上
議
長
が
辞
職
し

て
ま
で
推
進
決
議
を
通
す
な
ど
、
余

り
に
も
拙
速
・
強
引
す
ぎ
る
。
強
引

な
合
併
は
や
め
て
、
住
民
に
合
併
の

是
非
を
問
う
こ
と
を
要
望
す
る
。

６
月
に
合
併
協
議
の
推
進
決
議

を
可
決
し
て
以
降
、
合
併
に
む
け
た

協
議
を
す
す
め
て
い
る
。
住
民
福
祉

の
向
上
と
地
域
の
総
合
的
発
展
の
た

め
に
は
、
市
町
村
合
併
は
最
善
の
策

だ
と
考
え
、
合
併
成
就
に
向
け
ま
い

進
す
る
。

住
民
投
票
す
る
考
え
は
な
い
が
住

民
や
議
会
に
は
情
報
提
供
し
、
説
明

責
任
を
果
た
し
た
い
。
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浅
野
議
員

関
口
議
員

田
中
議
員

公
費
に
よ
る
妊
婦
健
診
の
拡
充
を

公
費
に
よ
る
妊
婦
健
診
の
拡
充
を

妊
婦
無
料
健
診
の
拡
充
を

妊
婦
無
料
健
診
の
拡
充
を

「
も
え
る
ご
み
」
の
収
集
方
法
の
改
善
を

「
も
え
る
ご
み
」
の
収
集
方
法
の
改
善
を

国
の
妊
婦
無
料
健
診
の
助
成
が

平
成
19
年
度
に
大
幅
拡
充
さ
れ
、
す

で
に
数
多
く
の
市
区
町
村
で
も
拡
充

し
実
施
さ
れ
て
い
る
。
公
費
に
よ
る

無
料
健
診
の
回
数
は
本
年
８
月
現
在
、

全
国
平
均
で
２
・
８
回
と
な
っ
て
い

る
。
本
村
の
現
状
と
拡
充
に
つ
い
て

の
考
え
方
を
伺
う
。

本
村
で
は
「
千
早
赤
阪
村
子
育

て
支
援
計
画
」
に
基
づ
き
、
妊
婦
・

乳
幼
児
の
健
康
診
査
、
妊
産
婦
保
健

指
導
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
、
母
子

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い

る
。
妊
婦
無
料
健
診
に
つ
い
て
は
、

妊
娠
中
に
１
回
、
大
阪
府
医
師
会
と

契
約
し
、
府
内
の
医
療
機
関
に
お
い

て
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
の
通
達
で
も
、
５

回
程
度
に
増
や
す
こ
と
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
る
。
少
子
化
対
策
や
妊

産
婦
の
負
担
軽
減
の
意
味
か
ら
も
、

無
料
健
診
の
回
数
を
増
や
し
て
は
ど

う
か
、
村
長
の
決
断
を
。

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、

平
成
20
年
度
予
算
か
ら
無
料
健
診
を

１
回
か
ら
３
回
に
し
た
い
。

「
も
え
る
ご
み
」
は
火
曜
と
金

曜
の
週
２
回
収
集
を
実
施
し
て
い
る

が
、
個
別
収
集
に
で
き
な
い
か
。

ご
み
の
収
集
は
２
ｔ
車
、
４
ｔ

車
を
使
用
し
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式

に
よ
る
収
集
を
原
則
と
し
て
い
る
の

で
改
善
は
難
し
い
。

狭
い
道
路
で
は
軽
四
輪
車
で

収
集
す
る
な
ど
、
高
齢
化
に
対
応
し

た
収
集
方
法
の
改
善
を
願
い
た
い
。

少
子
化
が
進
む
な
か
、
全
国
で

は
そ
れ
を
く
い
止
め
る
子
育
て
支
援

策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
経
済
的
理

由
で
未
受
診
妊
婦
が
増
え
て
い
る
。

厚
労
省
は
「
５
回
程
度
の
公
費
負
担

が
原
則
」
と
通
達
を
出
し
て
い
る
。

子
育
て
支
援
策
は
自
治
体
・
国
の
存

亡
に
か
か
わ
る
重
大
施
策
の
ひ
と
つ

だ
。
環
境
の
よ
い
千
早
赤
阪
村
で
一

人
で
も
多
く
の
赤
ち
ゃ
ん
の
産
声
を

聞
き
た
い
。
経
済
的
理
由
で
、
妊
婦

健
診
を
あ
き
ら
め
、
異
常
分
娩
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

も
、
現
在
の
１
回
を
せ
め
て
５
回
に

増
や
す
べ
き
だ
。

来
年
度
か
ら
、
中
期
後
期
そ
れ

ぞ
れ
、
１
回
ず
つ
増
や
し
３
回
の
公

費
負
担
健
診
を
実
施
し
た
い
。

子
ど
も
を
競
争
に
追
い
込
む

学
力
テ
ス
ト
の
中
止
を

子
ど
も
を
競
争
に
追
い
込
む

学
力
テ
ス
ト
の
中
止
を

学
力
テ
ス
ト
は
子
ど
も
と
学
校

を
競
争
さ
せ
、
義
務
教
育
に
格
差
と

選
別
を
持
ち
込
む
な
ど
、
多
く
の
問

題
が
あ
る
。
成
績
ア
ッ
プ
を
狙
っ
て

不
正
を
行
お
う
と
し
た
り
、
採
点
は

民
間
企
業
に
委
託
さ
れ
、
派
遣
労
働

者
に
よ
る
ず
さ
ん
な
実
態
も
国
会
で

明
ら
か
に
な
っ
た
。
学
力
テ
ス
ト
の

中
止
と
、
学
校
・
地
域
間
の
序
列
に

つ
な
が
る
公
表
は
す
べ
き
で
な
い
。

こ
れ
以
上
子
ど
も
を
競
争
と
格
差
を

広
げ
る
環
境
に
お
く
べ
き
で
な
い
。

児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況

を
把
握
し
、
教
育
指
導
や
学
習
状
況

の
改
善
等
に
役
立
て
る
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
る
。
調
査
結
果
に
つ

い
て
は
、
序
列
化
や
過
度
な
競
争
に

つ
な
が
ら
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
る
。

国
道
３
０
９
号

工
事
の
進
捗

状
況
は

国
道
３
０
９
号

工
事
の
進
捗

状
況
は

平
成
17
年
３
月
に
は
、
河
南
赤
阪

バ
イ
パ
ス
の
１
期
工
事
が
完
成
し
開

通
し
た
が
、
そ
の
後
の
整
備
状
況
に

つ
い
て川

西
大
橋
の
整
備
計
画
を
伺
う
。

川
西
大
橋
の
４
車
線
化
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度
末
の
完

成
を
目
標
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

平
成
17
年
度
に
橋
台
の
耐
震
化
工

事
を
終
え
、
現
在
、
平
成
20
年
度
に

か
け
上
部
工
の
工
事
を
行
い
、
そ
の

後
、
橋
の
前
後
の
取
り
付
け
区
間

１
・
３
d

の
舗
装
等
の
工
事
予
定

で
、総
工
事
費
用
は
10
億
円
で
あ
る
。

１
期
区
間
で
地
権
者
と
の
未
解

決
地
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

約
80
g
の
土
地
が
、
地
権
者
の

協
力
が
得
ら
れ
ず
、
境
界
確
定
が
で

き
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
府
や
村
の
地
元
区
長

が
、
粘
り
強
く
関
係
地
権
者
の
説
得

に
あ
た
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
事

業
認
定
は
、
交
通
量
等
の
問
題
も
あ

り
、収
用
手
続
も
進
展
し
て
い
な
い
。

第
２
期
工
事
（
川
野
辺
地
区
前

迄
）
の
整
備
計
画
は
。
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橋
爪
議
員

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
と

本
村
の
現
状
は

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
と

本
村
の
現
状
は

用
地
買
収
は
一
部
を
残
し
て
完

了
し
て
い
る
。
先
日
の
文
化
財
調
査

の
結
果
、
本
調
査
が
必
要
と
な
り
、

来
年
度
以
降
、
文
化
財
調
査
が
完
了

次
第
に
本
工
事
に
着
手
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
未
買
収
地
の
解
決
や
２

期
、
３
期
区
間
を
含
む
全
線
早
期
完

成
を
国
、
府
に
要
望
し
て
い
く
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
が
、

文
部
科
学
省
よ
り
公
表
さ
れ
、
大
阪

府
は
45
番
目
で
あ
っ
た
。

確
実
な
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
も
、
学
力
の
向
上
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
回
の
結
果
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

結
果
を
分
析
す
る
中
で
、
学
力

面
で
の
課
題
も
明
ら
か
に
な
り
、
今

後
の
取
り
組
み
に
も
大
き
な
参
考
に

な
っ
た
の
で
、
良
か
っ
た
と
思
う
。

本
村
の
現
状
は
ど
う
な
の
か
、

ま
た
、
課
題
に
つ
い
て
も
伺
う
。

今
回
の
調
査
は
国
語
、
算
数
・

数
学
だ
が
ど
の
教
科
も
、
知
識
に
関

す
る
問
題
は
相
当
数
の
児
童
生
徒
が

概
ね
理
解
し
て
い
る
。
活
用
に
関
し

て
は
正
答
率
が
低
く
な
り
、
活
用
に

つ
い
て
は
、
よ
り
以
上
の
育
成
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。

今
回
の
結
果
、
国
・
私
立
学
校

と
公
立
学
校
に
大
き
な
格
差
が
現
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
考
え
は
。

公
立
学
校
は
、
地
域
に
お
け
る

人
間
形
成
の
基
盤
づ
く
り
を
行
う
義

務
教
育
を
実
施
す
る
使
命
を
も
っ
て

い
る
。
今
回
の
調
査
だ
け
で
は
、
比

較
す
る
事
は
難
し
い
。

学
力
の
向
上
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
も
伺
う
。

学
力
が
着
実
に
定
着
す
る
事
を

目
指
し
、
授
業
内
容
の
改
善
も
含
め

て
行
っ
て
い
る
。

児
童
生
徒
が
よ
り
理
解
で
き
、
よ

り
効
果
が
出
る
よ
う
進
め
て
行
く
。

清
井
議
員

本
村
の
学
力
調
査
結
果
の
公
開
を

本
村
の
学
力
調
査
結
果
の
公
開
を

文
科
省
は
本
年
４
月
に
実
施
し

た
全
国
学
力
調
査
結
果
を
公
表
し
た
。

大
阪
府
は
小
学
校
・
中
学
校
と

も
、
47
都
道
府
県
中
45
番
目
で
あ
り
、

全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。

本
村
の
各
学
校
の
学
力
到
達
度
は

全
国
平
均
、
大
阪
府
平
均
と
比
較
し

て
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
の
か
。

本
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
学

力
の
特
定
の
一
部
分
で
あ
り
、
数
値

的
な
平
均
値
等
の
公
表
は
、
学
校
の

序
列
化
や
過
度
の
競
争
に
つ
な
が
る

懸
念
が
生
じ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況

は
公
教
育
を
進
め
る
環
境
と
し
て
適

切
で
は
な
い
の
で
、
公
開
は
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

調
査
結
果
を
分
析
し
、
調
査
対
象

個
人
や
学
校
の
学
習
状
況
等
の
課
題

を
見
い
だ
し
、
今
後
の
学
力
向
上
に

活
用
し
て
い
く
。

保
護
者
や
地
域
住
民
に
と
っ

て
、
地
域
の
学
校
の
学
力
は
関
心
の

あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

昨
年
成
立
し
た「
新
教
育
基
本
法
」

は
目
標
達
成
型
に
改
め
ら
れ
、
行
政

は
教
育
水
準
の
維
持
向
上
を
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
。
更
に
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
役
割
責
任
を
自
覚
し

て
、
連
携
協
力
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
。

地
域
の
学
力
を
公
表
し
な
い
の
は
、

公
教
育
に
対
す
る
不
安
感
を
助
長
す

る
も
の
と
危
惧
す
る
。
地
域
で
活
発

な
議
論
が
生
ま
れ
る
た
め
に
も
、
調

査
結
果
の
公
開
を
検
討
さ
れ
た
い
。

11
月
に
開
催
さ
れ
た
村
内
５
校
園
に

よ
る
文
部
科
学
省
（
研
究
開
発
学
校
）

指
定
研
究
発
表
会
の
様
子

第
２
期
工
事
予
定
地



8

合
併
に
向
け
て
進
ん
で
ま
い
り
た
い
。

本
村
の
財
政
状
況
は
待
っ
た

な
し
の
状
態
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状

況
を
村
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
理
解
を

得
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
合
併
へ

の
道
を
着
々
と
歩
ん
で
も
ら
い
た
い
。

政
府
の
見
直
し
は
、
一
部
保
険

料
徴
収
の
延
期
、
一
定
期
間
の
負
担

軽
減
の
措
置
な
ど
で
、
保
険
料
も
高

く
内
容
も
周
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実

施
中
止
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

広
域
連
合
と
村
で
、
４
月
実
施

に
む
け
、
保
険
料
や
制
度
内
容
に
つ

い
て
、
対
象
者
に
送
付
す
る
な
ど
周

知
に
努
め
ま
す
。

「
偽
」
昨
年
の
世
相
を
表
す
漢
字

で
あ
る
。

昨
年
は
産
地
や
原
材
料
偽
装
、
賞

味
期
限
の
改
ざ
ん
な
ど
食
品
偽
装
の

問
題
が
相
次
い
だ
。
さ
ら
に
年
金
の

記
録
問
題
に
よ
り
、
何
十
年
も
信
じ

て
楽
し
み
に
し
て
い
た
年
金
が
、
も

ら
え
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
な

ど
、「
偽
」
に
振
り
回
さ
れ
た
一
年

で
あ
っ
た
。

日
本
人
の
道
徳
観
念
は
、
何
処
に

忘
れ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

人
は
、
お
互
い
に
信
じ
あ
っ
て
生
き

て
い
る
。
日
本
に
は
昔
か
ら
「
あ
う

ん
の
呼
吸
」と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、

法
律
で
縛
ら
れ
な
く
て
も
守
っ
て
い

く
べ
き
真
心
が
あ
っ
た
。
法
律
に
違

反
さ
え
し
な
け
れ
ば
、
何
を
し
て
も

良
い
大
変
な
世
の
中
に
な
っ
た
。
親

が
子
を
殺
し
、
子
が
親
を
殺
す
、
恐

ろ
し
い
事
で
あ
る
。

ど
う
ぞ
本
年
は
「
偽
」
に
満
ち
た

日
本
で
は
な
く
、
お
互
い
に
い
た
わ

り
あ
い
な
が
ら
安
心
し
て
生
活
が
で

き
る
日
本
で
あ
る
よ
う
に
、
ま
た
日

本
人
で
あ
る
よ
う
に
願
う
。
Ｙ
・
Ｔ

井
上
議
員

野
上
議
員

平
成
20
年
度
の
予
算
編
成
は

平
成
20
年
度
の
予
算
編
成
は

府
立
高
校
の

授
業
料
引
き
下
げ

な
ど
要
望
を

府
立
高
校
の

授
業
料
引
き
下
げ

な
ど
要
望
を

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
見
直
し
、

実
施
中
止
を

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
見
直
し
、

実
施
中
止
を

府
立
高
校
の
授
業
料
は
全
国
一

高
く
、「
エ
ア
コ
ン
代
徴
収
」
も
経

済
的
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
授
業
料

減
免
率
は
24
・
４
％
と
全
国
平
均
の

約
３
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
を

送
り
出
す
教
育
委
員
会
は
、
引
き
下

げ
を
府
に
要
望
す
べ
き
で
す
が
。

各
家
庭
に
お
け
る
授
業
料
は
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
授
業
料
な
ど
引
き
下
げ
や
減

免
な
ど
要
望
は
、
府
の
厳
し
い
財
政

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
考
え
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
対
応
へ
の
支
援
を

Ｎ
Ｏ
Ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
対
応
へ
の
支
援
を

Ｎ
Ｏ
Ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
の
流
入
車
規

制
が
一
年
後
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
低

公
害
車
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
適
合
車
へ
の

買
い
替
え
、
微
粒
子
除
去
装
置
の
取

り
付
け
が
必
要
で
、
中
小
事
業
者
は

大
変
で
す
。
国
や
大
阪
府
の
有
利
子

融
資
や
補
助
制
度
の
拡
充
要
望
を
。

21
年
１
月
か
ら
村
も
影
響
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
や
府
に

融
資
や
補
助
制
度
の
拡
充
を
求
め
る

と
と
も
に
制
度
周
知
を
図
り
ま
す
。

村
の
利
子
補
助
な
ど
必
要
で

は
。

府
に
融
資
・
補
助
を
受
け
易
く

す
る
よ
う
求
め
る
事
を
第
一
と
し
た

い
。村
独
自
の
補
助
な
ど
は
難
し
い
。

雑

感

雑

感

 

雑

感

雑

感

 

雑

感

 
平
成
20
年
４
月
の
合
併
が
困
難

な
状
況
の
な
か
で
、
平
成
20
年
度
当

初
予
算
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。今

後
も
本
村
の
脆
弱
な
財
政
基

盤
は
変
わ
り
な
く
、
今
ま
で
以
上
に

健
全
化
施
策
を
推
し
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

村
の
基
金
残
高
及
び
今
後
の
推

移
予
測
は
。
ま
た
、
平
成
20
年
度
当

初
予
算
は
村
長
の
言
う
健
康
体
の
予

算
と
言
え
る
の
か
。

基
金
残
高
は
、
平
成
19
年
度
決

算
見
込
み
で
、
約
２
億
６
０
０
０
万

円
で
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
は
あ

る
が
、
行
革
は
も
と
よ
り
、
退
職
手

当
債
や
市
町
村
振
興
補
助
金
な
ど
を

要
望
し
、全
力
で
取
り
組
ん
で
お
り
、

平
成
20
年
度
当
初
で
は
、
何
と
か
予

算
を
組
む
こ
と
が
で
き
る
見
通
し
で

あ
る
。結

局
、
村
の
財
政
は
自
転
車
操

業
で
あ
る
。
小
中
学
校
の
耐
震
工
事

や
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
更
新
工
事
な
ど

の
費
用
が
い
る
。
今
後
の
予
算
編
成

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

今
後
、
財
政
支
出
が
拡
大
す
る

恐
れ
は
当
然
考
え
ら
れ
る
。
大
阪
府

に
支
援
を
要
請
し
な
が
ら
、
不
断
に

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に



自
然
素
材
で
工
作

ち
は
や
園
地
で
ひ
ろ
っ
た
木
の
実

や
小
枝
で
工
作
を
し
よ
う
。

日
時

２
月
11
日（
祝
）

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

定
員

15
人

費
用

３
０
０
円

服
装

防
寒
着
、
作
業
し
や
す
く
、

汚
れ
て
も
良
い
服
装

〈
問
い
合
わ
せ
〉

ち
は
や
星
と
自
然
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

1
&4
０
０
５
６

金
剛
山

樹
氷
ま
つ
り

日
時

２
月
３
日（
日
）

金
剛
山
に
美
し
い
樹
氷
の
花
が
咲

く
こ
の
季
節
、
毎
年
恒
例
の
樹
氷
ま

つ
り
を
行
い
ま
す
。

雪
の
金
剛
山
で
、
冬
の
１
日
を
満

喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ち
は
や
星
と
自
然
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

に
て
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

午
前
11
時
〜
午
後
１
時

樹
氷
と
雪
の
結
晶
観
察
（
降
雪
が

な
け
れ
ば
中
止
）

雪
の
結
晶
ク
ラ
フ
ト

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

ち
は
や
園
地
ロ
グ
ハ
ウ
ス
休
憩
所
に

て
お
楽
し
み
抽
選
会

午
前
９
時
30
分
〜

（
当
日
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
乗
車
券

を
お
持
ち
の
人
）

ふ
る
ま
い
豚
汁
先
着
１，
０
０
０
人

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡

ち
は
や
星
と
自
然
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

1
&4
０
０
５
６

¡

香
楠
荘
　
1
&4
０
３
２
１

「
豆
腐
作
り
体
験
」

参
加
者
募
集

昭
和
20
年
頃
、
千
早
地
区
で
は
凍

豆
腐
が
盛
ん
に
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

当
時
、
そ
の
製
造
に
た
ず
さ
わ
っ
て

お
ら
れ
た
人
々
の
お
話
を
聞
き
な
が

ら
、
豆
腐
作
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

日
時

２
月
16
日（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所ち

は
や
星
と
自
然
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

費
用

無
料

※
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
代
は
参
加
者
負
担

定
員

10
名
（
先
着
順
）

申
し
込
み
方
法

当
日
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。
参
加

を
希
望
す
る
人
は
、
電
話
に
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

期
間

２
月
４
日（
月
）〜
８
日（
金
）

※
当
日
の
集
合
場
所
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
に
つ
い
て
は
参
加
者
宛
に

別
途
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

社
会
教
育
課
　
1
&2
１
３
０
０

大
森
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
村
内
最

古
の
縄
文
土
器
（
約
４，
０
０
０
年

前
）
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
村
の
歴

史
を
実
際
に
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ

い
。

展
示
場
所

く
す
の
き
ホ
ー
ル
図
書
室

展
示
期
間

２
月
１
日（
金
）〜
14
日（
木
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

社
会
教
育
課
　
1
&2
１
３
０
０

華
や
い
で
大
阪
・
南
河
内
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
協
議
会
で
は
、
今
な
お

残
る
歴
史
を
テ
ー
マ
に
、
古
墳
、
寺

社
、
文
化
遺
産
な
ど
歴
史
を
訪
れ
る

ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

月
日

２
月
24
日（
日
）

※
小
雨
決
行
（
荒
天
の
場
合
は
３
月

２
日（
日
）に
順
延
）

集
合
・
受
付
場
所

汐
ノ
宮
公
園
（
近
鉄
汐
ノ
宮
駅
徒

歩
３
分
）
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

参
加
方
法

参
加
自
由（
現
地
集
合
）

コ
ー
ス
（
約
18
D
）

汐
ノ
宮
駅→

汐
ノ
宮
公
園（
受
付
）

→

願
昭
寺→

龍
泉
寺→

楠
妣
庵
観

音
寺→

下
赤
阪
城
跡→

楠
公
誕
生

地→

建
水
分
神
社→

金
山
古
墳→

寛
弘
寺
古
墳
公
園→

Ｊ
Ａ
川
西
支

店
／
ゴ
ー
ル
）→

川
西
駅

参
加
特
典

参
加
賞
（
毎
回
抽
選
で
１
０
０
人

に
）、
完
歩
賞
（
シ
リ
ー
ズ
全
３

回
を
完
歩
し
た
人
全
員
に
商
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
）

費
用無

料（
拝
観
料
な
ど
は
自
己
負
担
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡

華
や
い
で
大
阪
・
南
河
内
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
協
議
会
事
務
局
（
羽

曳
野
市
役
所
　
生
活
環
境
部
　
産

業
振
興
課
内
）
1
０
７
２（
９
５

８
）１
１
１
１
（
内
線
２
７
５
１
）

¡

近
鉄
大
阪
ハ
イ
キ
ン
グ
係

1
06（
６
７
７
５
）
３
５
６
６

¡

南
海
テ
レ
ホ
ン
セ
ン
タ
ー

1
06（
６
６
４
３
）
１
０
０
５

9

〈
村
内
最
古
の
土
器
〉の
展
示

み
な
み
か
わ
ち
歴
史

ウ
ォ
ー
ク

「
千
早
赤
阪
村
郷
土
史
友
の

会
」
と
「
河
内
長
野
市
文
化

財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
歴
史
・
文
化
を
テ

ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
展
示
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
、
２
回
目
を
数
え
る

こ
の
事
業
は
、
お
互
い
の
歴

史
・
文
化
を
通
じ
、
交
流
や

親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
郷
土

史
友
の
会
の
皆
さ
ん
は
河
内

長
野
市
（
キ
ッ
ク
ス
）
で
千

早
赤
阪
村
の
歴
史
に
つ
い

て
、
河
内
長
野
市
文
化
財
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
千

早
赤
阪
村
（
く
す
の
き
ホ
ー

ル
）
で
河
内
長
野
市
の
歴
史

に
つ
い
て
パ
ネ
ル
展
示
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

期
間

１
月
29
日（
火
）〜

２
月
11
日（
月
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
社
会
教
育
課

1
&2
１
３
０
０

歴
史
・
文
化
パ
ネ
ル

展
示
会
の
開
催

〜
河
内
長
野
市
と
の
交
流
事
業
〜

展
示
団
体
・
テ
ー
マ

千
早
赤
阪
村
郷
土
史

友
の
会

「
楠
木
城
跡
の

発
掘
調
査
」

河
内
長
野
市
文
化
財

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
古
道
に
の
こ
る

石
燈
籠
」

展
　
示
　
場
　
所

キ
ッ
ク
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
河
内
長
野
市
昭
栄

町
７
―
１
）

1
%4
０
０
０
１（
代
）

く
す
の
き
ホ
ー
ル
ギ

ャ
ラ
リ
ー

▲復元された縄文土器



10

み
ん
な
の
力
で

差
別
の
な
い

明
る
い
社
会
を

大
阪
府
で
は
、
大
気
環
境
の
改
善

を
図
る
た
め
、
大
阪
府
生
活
環
境
の

保
全
な
ど
に
関
す
る
条
例
を
改
正
し
、

排
出
基
準
を
満
た
さ
な
い
ト
ラ
ッ
ク

バ
ス
な
ど
に
対
す
る
流
入
車
規
制
を

開
始
し
ま
す
。

運
行
規
制
の
内
容

平
成
21
年
１
月
か
ら
、
ト
ラ
ッ

ク
・
バ
ス
な
ど
で
大
阪
府
の
対
策
地

域
を
発
着
地
と
す
る
運
行
を
す
る
場

合
は
、
以
下
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。適

合
車
な
ど
の
使
用

対
策
地
域
を
発
着
地
と
す
る
運
行

を
行
な
う
場
合
は
、自
動
車
Ｎ
Ｏ
Ｘ
・

Ｐ
Ｍ
法
の
排
出
基
準
を
満
た
す
適
合

車
ま
た
は
経
過
措
置
対
象
車
（
猶
予

期
間
中
の
車
両
）
を
使
用
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

適
合
車
と
、経
過
措
置
対
象
車

へ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
の
表
示

対
策
地
域
を
発
着
地
と
す
る
運
行

を
行
な
う
場
合
は
、
請
求
に
よ
り
大

阪
府
が
交
付
す
る
適
合
車
ま
た
は
経

過
措
置
対
象
車
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
ス
テ

ッ
カ
ー
の
交
付
は
、
平
成
20
年
６
月

頃
に
開
始
予
定
）

ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
な
ど
で
対
象
区

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
排
出
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
お

そ
れ
の
あ
る
型
式
の
自
動
車
で
も
、

Ｎ
Ｏ
Ｘ
・
Ｐ
Ｍ
の
排
出
量
が
特
に

少
な
く
基
準
に
適
合
す
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

※
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
自
動
車

で
も
、
国
土
交
通
省
の
Ｎ
Ｏ
Ｘ
・

Ｐ
Ｍ
低
減
装
置
性
能
評
価
制
度
に

よ
り
優
良
と
評
価
さ
れ
た
Ｎ
Ｏ

Ｘ
・
Ｐ
Ｍ
低
減
装
置
を
装
着
し
た

車
両
は
、
車
種
規
制
適
合
車
と
な

り
ま
す
。

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.epcc.pref.osaka.jp/kotsu/

ryuunyuu/ryunyuu.htm
l

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

平
成
14
年
の
小
学
校
問
題
審
議
会

か
ら
、
将
来
の
小
学
校
の
あ
り
方
に

つ
い
て「
新
設
１
校
に
統
合
す
べ
き
」

と
い
う
答
申
を
得
ま
し
た
が
、
村
の

財
政
状
況
な
ど
に
よ
り
、
す
ぐ
に
実

現
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
す
。

し
か
し
、
今
後
の
児
童
数
な
ど
を

考
慮
す
る
と
、
早
期
に
よ
り
よ
い
学

習
環
境
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
関
係
者
の
意
見
な
ど
を
聞

き
な
が
ら
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
20
年
４
月
１
日
に

千
早
小
学
校
と
小
吹
台
小
学
校
が
統

合
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

千
早
小
学
校
は
３
月
31
日
付
け
で

閉
校
し
、
小
吹
台
小
学
校
は
４
月
１

日
付
け
で
「
千
早
小
吹
台
小
学
校
」

と
名
称
を
変
更
し
て
新
た
な
統
合
校

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
現
在
、

統
合
を
前
に
両
校
の
児
童
の
交
流
活

動
な
ど
を
進
め
、
円
滑
に
統
合
で
き

る
よ
う
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
児
童
の
よ
り
よ
い
学
習
環

境
の
確
保
に
努
め
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

学
校
教
育
課
　
1
&2
１
３
０
０

千
早
小
と
小
吹
台
小
が
統
合

大
阪
府
で
は
、
昭
和
60
年

か
ら
「
大
阪
府
部
落
差
別
事

象
に
係
る
調
査
等
の
規
制
等

に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
し

て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、
府
民
や
興

信
所
・
探
偵
社
業
者
が
、
結

婚
差
別
や
就
職
差
別
な
ど
、

部
落
差
別
に
つ
な
が
る
調

査
・
報
告
な
ど
を
行
わ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
を
内
容
と

し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
、
み
ん
な
の
力
で
、

部
落
差
別
調
査
を
な
く
し
て
、

差
別
の
な
い
社
会
を
築
き
ま

し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
政
策
企
画
部
人
権
室

1
06（
６
９
４
４
）６
６
１
７

み
ん
な
の
力
で

差
別
の
な
い

明
る
い
社
会
を

〜
大
阪
府
部
落
差
別

調
査
等
規
制
等
条
例
〜

域
内
を
発
着
す
る
運
行
が
規
制
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
対
策
地
域
を
発
着
せ
ず
、
通
過
の

み
の
運
行
は
、
規
制
対
象
外
で
す
。

※
特
殊
自
動
車
の
運
行
開
始
時
期
は

規
則
で
定
め
る
予
定
で
す
。

規
制
対
象
と
な
る
車
両
区
分

¡
１
・
４
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク

（
一
部
、
６
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
）

¡

２
ナ
ン
バ
ー
の
バ
ス
・
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
（
一
部
５
・
７
ナ
ン
バ
ー
を

含
む
）

¡

８
ナ
ン
バ
ー
の
特
殊
自
動
車
（
乗

用
車
を
ベ
ー
ス
に
改
造
し
た
も
の

を
除
く
）

※
使
用
の
本
拠
の
位
置
、
自
家
用
営

業
用
の
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
規
制

大
阪
府
で
は
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
な
ど
の
運
行
規
制
が
始
ま
り
ま
す

適合車等の運行規制概念図

対策地域 対策地域

大阪市を含む
37市町

（規制あり）

（規制なし）千早赤阪村・河南町
太子町・能勢町・豊能町　
岬町の６町村

対策地域以外の地域 対策地域以外の地域

千早赤阪村・河南町
太子町・能勢町・豊能町　※（対策地域を発着せず通過の

みの場合は規制なし）

（規制あり） （規制あり）

対策地域

太子町 

能勢町 

豊能町 

河南町 

岬町 

千早赤阪村 

対策地域 

※大阪市など37市町が
規制対象です。

私た
ちみんなの力で

なくそう部落差別調査 
 



保
存
会
で
は
、「
緑
と
史
跡
の
ふ

る
さ
と
千
早
赤
阪
村
の
自
然
と
歴
史

を
次
の
世
代
へ
…
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
て
、
村
内
の
史
跡
な
ど
の
美

化
、
整
備
、
清
掃
の
奉
仕
を
行
な
う

な
ど
景
観
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
賛
同
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

会
費

３，

０
０
０
円

受
付

随
時

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

6
千
早
赤
阪
楠
公
史
跡
保
存
会

1
&2
１
５
８
８

南
河
内
清
掃
施
設
組
合
で
は
、
平

成
20
年
度
の
建
設
工
事
や
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
業
務
へ

の
入
札
参
加
資
格
申
請
の
中
間
受
付

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
18
・
19

年
度
に
受
付
し
た
も
の
は
提
出
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

２
月
１
日（
金
）〜
２
月
20
日（
水
）

提
出
方
法

郵
送
の
み

提
出
書
類

申
請
書
提
出
要
領
に
基
づ
き
作
成

提
出
要
領
配
付

２
月
20
日（
水
）ま
で（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
30
分
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
５
時
）。
配
付
場

所
は
、
南
河
内
清
掃
施
設
組
合
第
１

清
掃
工
場
（
富
田
林
市
大
字
甘
南
備

２
３
４
５
）。な
お
、組
合
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
。

http://www.m
inam
ikawatiseisousisetu.or.jp/

登
録
有
効
期
間

平
成
20
年
４
月
１
日
〜
平
成
21
年

３
月
31
日
（
１
年
間
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

南
河
内
清
掃
施
設
組
合
総
務
室

1
#3
６
５
８
４

〜
２
月
は
生
活
排
水

対
策
推
進
月
間
〜

河
川
や
大
阪
湾
の
汚
れ
の
原
因
の

８
割
が
生
活
排
水
で
、
生
活
排
水
の

水
質
へ
の
影
響
は
、
特
に
２
月
を
中

心
と
し
た
冬
季
間
に
大
き
く
な
り
ま

す
。
大
阪
府
と
市
町
村
で
は
、
２
月

を
「
生
活
排
水
対
策
推
進
月
間
」
と

定
め
、
家
庭
で
出
る
生
活
排
水
を
で

き
る
だ
け
き
れ
い
に
流
す
取
り
組
み

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、

¡

食
事
は
食
べ
る
分
量
だ
け
作
り
、

残
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

（
残
し
た
も
の
や
残
り
く
ず
は
排

水
口
に
流
さ
ず
、
ご
み
と
し
て
出

し
ま
し
ょ
う
。）

¡

食
器
や
フ
ラ
イ
パ
ン
、
鍋
な
ど
の

汚
れ
は
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
い
ま

し
ょ
う
！

¡

洗
剤
や
、
石
鹸
は
適
量
を
使
い
ま

し
ょ
う
！
（
た
く
さ
ん
使
っ
て
も

洗
浄
力
は
高
ま
り
ま
せ
ん
。）

少
し
の
手
間
と
工
夫
で
水
質
の
浄

化
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
、
こ
の
機
会
に
家
庭
で
で
き
る
こ

と
か
ら
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

「
揺
れ
つ
戻
り
つ
思
春
期
の
峠
」

を
テ
ー
マ
に
左
記
の
と
お
り
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時

２
月
23
日（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

千
早
赤
阪
村
自
然
休
養
村
管

理
セ
ン
タ
ー

定
員

１
０
０
人

講
師

高
垣
忠
一
郎
氏

（
立
命
館
大
学
大
学
院
教
授
）

費
用

５
０
０
円
（
資
料
代
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
子
ど
も
・
若
も
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
お
さ
か

1
０
７
２（
３
６
６
）９
４
３
４

福
祉
タ
ク
シ
ー
専
用
の
配
車
セ
ン

タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
電
話
一

本
で
予
約
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

1
06（
６
２
６
８
）２
９
４
５

5
06（
６
２
６
８
）２
９
４
６

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

土
・
日
・
祝
日
は
休
み

〈
問
い
合
わ
せ
〉

7
全
国
福
祉
輸
送
サ
ー
ビ
ス
協
会

近
畿
支
局
大
阪
支
部

1
06（
６
２
５
８
）１
２
２
１

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
は
、
皆

さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

次
の
と
お
り
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◎
募
金
総
額
　
　

１，

９
２
１，

４
５
６
円

（
内
訳
）

¡

戸
別
募
金
　

１，

８
８
６，

２
９
０
円

¡

団
体
募
金
　
　
３
２，

７
０
０
円

あ
す
な
ろ
会
　
　
２，

７
０
０
円

大
阪
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
1

１
０，

０
０
０
円

富
田
林
医
師
会
２
０，

０
０
０
円

¡

募
金
箱
　
　
　
　
２，

３
８
６
円

¡

利
　
息
　
　
　
　
　
　
　
８
０
円

こ
の
募
金
を
次
の
と
お
り
配
分
さ

せ
て
い
た
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
配
分
総
額
　

１，

９
２
１，

４
５
６
円

（
内
訳
）

ね
た
き
り
高
齢
者
見
舞
金

１
７
０，

０
０
０
円

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

１
０
０，

０
０
０
円

身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

１
０
０，

０
０
０
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

５
０，

０
０
０
円

母
子
福
祉
協
議
会

３
０，

０
０
０
円

遺
族
会
　
　
　
　
３
０，

０
０
０
円

地
区
福
祉
委
員
会４

５
０，

０
０
０
円

世
代
間
ふ
れ
あ
い
事
業

９
９
１，

０
０
０
円

事
務
費
　
　
　
　
　
　
　
４
５
６
円

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
匿
名
（
寄
付
）

５，

０
０
０
円

福
祉
活
動
に

◎
善
意
銀
行
よ
り

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、高
齢
者
を

は
じ
め
、地
域
の
人
々
に
安
全
安
心

で
暮
ら
し
や
す
い
村
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、Ａ
Ｅ
Ｄ
を
購
入
し
ま
し
た
。

¡

い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ
り

¡

い
き
い
き
サ
ロ
ン
く
す
の
き

¡

千
早
老
人
憩
の
家

¡

社
会
福
祉
協
議
会
（
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
貸
出
用
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

11

楠
公
史
跡
保
存
会
会
員
の
募
集

子
育
て
教
育
講
演
会

南
河
内
清
掃
施
設
組
合
の
入
札

参
加
資
格
申
請
の
中
間
受
け
付
け

「
ち
ょ
っ
と
の
工
夫
で

き
れ
い
な
川
に
」

大
阪
福
祉
タ
ク
シ
ー
総
合

配
車
セ
ン
タ
ー
が
開
設

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
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けんこうのページ けんこうのページ けんこうのページ 
〈問い合わせ〉
健康福祉課
保健センター　1&20069

大阪府では、すでに保健所において無料の肝炎ウイルス
検査を実施していますが、平成20年１月から府の指定する
医療機関においても、無料の肝炎ウイルス検査を実施して
います。
実施期間

平成20年１月８日から平成21年３月末まで。
対象者

過去に肝炎ウイルス検査を受診したことがない人で、原
則20歳以上40歳未満の府民の人。
また、40歳以上の人で、住民健診における肝炎ウイルス
検査を受ける機会がない人など、やむを得ない場合は、受
診いただけます。
※フィブリノゲン製剤投与などの関わりは問いません。
実施機関

q府内約4,700の医療機関（大阪府医師会に委託）
※村内では下記の２医療機関で実施しています。
¡千早赤阪村国保診療所　1&20038

¡植田診療所　　　　　　1&21362

w富田林保健所　　　　　　　1@32681

検査項目

Ｂ型肝炎検査、Ｃ型肝炎検査
費用 無料
〈申し込み・問い合わせ〉

各実施機関に直接、問い合わせください。
※本検査および指定医療機関については、府ホームページ
でも情報提供しています。
http://www.pref.osaka.jp/chiiki/kenkou/gan/kanen/muryo.html

社会的ひきこもりについて多くの人に理解を深めていた
だくために下記のとおり講演会を開催します。
日時 ３月５日（水）午後２時～４時
場所 富田林保健所　２階　講堂
対象 社会的ひきこもりについて理解を深めたい人
内容 「社会的ひきこもり」「不登校の人とその家族の相談」

「自立支援活動をされている施設代表の人から、支
援活動をとおしてみえてきた社会的ひきこもりの背
景」「当事者の不安や焦燥感、家族の思い、ひきこ
もりからの回復とは、回復への道のり」など

講師 ＮＰＯ法人・青少年自立支援施設　淡路プラッツ
代表　田中俊英 氏

〈申し込み・問い合わせ〉

大阪府富田林保健所　精神保健福祉チーム（中野、嶋田）
1@32681

大阪府の実施する肝炎ウイルス検査について

「社会的ひきこもり」の理解のために
～支援の現場から～

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

健康診査＆相談など

な か よ し 広 場 ２月５日（火）午前10時 ０歳～幼稚園

（親と子の交流会）２月20日（水） ～11時30分 入園前の乳幼児
３月４日（火） と保護者

あかちゃん広場 ２月20日（水）午前10時 ０～１歳ごろま
（交流会・遊び・相談） ～11時30分 での乳幼児
離 乳 食 講 習 会 ２月20日（水）午前10時 １歳ごろまでの
（あかちゃん広場に併設） ～11時45分 乳児の家族

午後 食事療法が必要

個別健康栄養相談２月29日（金）１時30分～ な人、健康のた

（要予約） め食生活を改善
したい人

保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 ２月26日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

２月６日（水）
保健師による 健康・育児・介

健 康 相 談 護など相談を希

２月８日（金） 望する人

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

保
健
セ
ン
タ
ー
　
1
&2
０
０
６
９

や
ま
ゆ
り

い
き
い
き
サ
ロ
ン

く
す
の
き

午後
１時30分
～３時30分
午前
９時30分
～11時30分

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

第１・３ 午前
一 般 健 康 相 談 水曜日 ９時30分

～10時30分
午前

こころの健康相談（月）～（金）９時30分 予約制
～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談（月）～（金）９時30分 電話相談も可
～午後５時

血　液　検　査
エイズ・梅毒

第３ 午後１時

クラミジア
水曜日 ～２時

血　液　検　査 第３ 午前

［肝炎ウイルス］ 水曜日 ９時30分～ 有料・予約制
10時30分

予約制療　育　相　談 ２月15日（金）

¡飲用水・井戸水検査 毎週月曜日 午前
¡腸内細菌検査 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 ～11時30分

エイズ抗体検査
は無料、そのほか
手数料が必要な
場合あり

予約制、手数料が
必要な場合あり

午後１時30分
～３時

］［

（月曜日が祝日
の時は翌日）

特定疾患患者・家族交流会の案内
日時 ２月７日（木）午後１時30分～３時30分
場所 富田林保健所
内容 「落語寄席：笑いは健康の源」

笑って心のリラクゼーション
狭山落語会

※対象は特定疾患受給者証および登録者証をお持ちの人
〈申し込み・問い合わせ〉富田林保健所　1@32681
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○
ま
ず
は
電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。

○
相
談
料
は
無
料
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

○
大
阪
弁
護
士
会
（
市
民
法
律
セ
ン
タ
ー
）

1
06（
６
３
６
４
）１
２
４
８

月
〜
土
曜
日
　¡

午
前
10
時
15
分
〜
午
後
４
時

平
日
夜
間
　¡

午
後
５
時
30
分
〜
８
時

日
　
曜
　
日
　¡

午
後
１
時
〜
４
時

○
大
阪
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

1
06（
６
９
４
３
）６
０
９
９

月
〜
金
曜
日
　¡

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

○
法
テ
ラ
ス
大
阪
（
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
）

1
０
５
７
０
―
０
７
８
３
７
４

平
　
　
　
日
　¡

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

土
　
曜
　
日
　¡

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
大
阪
府
貸
金
業
対
策
課

1
06（
６
９
４
４
）２
３
４
９

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

借
金
の
問
題
は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
！

◆
一
般
書

異
譚
・
千
早
振
る
　
　（
鯨
統
一
郎
）

日
暮
れ
て
こ
そ
　
　
　
　（
江
上
剛
）

永
遠
を
旅
す
る
者
　
　
　（
重
松
清
）

ダ
イ
イ
ン
グ
・
ア
イ
　（
東
野
圭
吾
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ラ
ン
バ
ー

（
伊
坂
幸
太
郎
）

魔
物
（
上
・
下
）

（
大
沢
在
昌
）

神
書
板
刻
　
　
　
　（
澤
田
ふ
じ
子
）

黒
髪
　
　
　
　
　
　
　（
谷
村
志
穂
）

夫
の
火
遊
び
　
　
　（
藤
堂
志
津
子
）

ト
ラ
や
　
　
　
　
　
　（
南
木
佳
士
）

親
の
品
格
　
　
　
　（
坂
東
真
理
子
）

◆
児
童
書

ね
こ
の
お
ん
が
え
し（

仲
川
李
枝
子
）

入
場
料
は
ど
ん
ぐ
り
５
つ

（
村
山
寿
美
枝
）

◆
お
知
ら
せ

【
図
書
室
の
休
室
】

平
成
20
年
２
月
15
日
〜
２
月
29
日

ま
で
蔵
書
点
検
の
た
め
休
室
し
ま
す
。

期
間
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
蔵
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

蔵
書
点
検
中
、
２
〜
３
時
間
程
度

都
合
の
つ
く
日
に
お
手
伝
い
し
て
く

だ
さ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

仕
事
内
容
は
、
書
架
か
ら
の
本
の

出
し
入
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
本
の
処
理

で
す
。

（
連
絡
先
）

社
会
教
育
課
　
1
&2
１
３
０
０

【
お
は
な
し
会
】

日
時

２
月
13
日（
水
）

午
後
２
時
〜

場
所

こ
ご
せ
幼
稚
園

対
象

幼
児

雪

吊

の

余

さ

ず

縄

の

結

は

れ

け

り

高

枝

に

風

の

道

み

ゆ

冬

桜

ち

ち

は

は

へ

夫

を

返

し

ぬ

雁

の

棹

干
し
大
根
風
が
曲
っ
て
ゆ
き
に
け
り

初

咲

き

は

童

女

の

ご

と

し

白

椿

煤

逃

げ

の

身

の

置

き

所

探

し

け

り

北
浦
　
賀
代
子

清
井
　
千
代
子

下

門

　

信

子

道
堀
　
み
さ
江

向

　

栄

美

子

矢

倉

　

菜

女

俳

句

コ

ー

ナ

ー

ハローワーク河内長野では、さまざまな
就職支援メニューによって就職活動のサポ
ートを行っています。
q職業相談
あなたの経験や適性をもとに、職業紹介

を行っています。全国の求人情報の検索や、
履歴書・職務経歴書の書き方の説明、添削
も行っています。
w各種セミナー
さまざまなセミナーを開催していますの

で、目的に応じて参加いただけます。
¡ヤングサポートセミナー
¡再就職支援セミナー
¡模擬面接セミナー　など
このほか、さまざまなサービスを行って

いますので、気軽にお越しください。
〈相談・問い合わせ〉
ハローワーク河内長野1%33081（内線20）

ハローワークで
就職活動しませんか

若者や、その親、保護者を対象に仕事探しを応援する相談会を開催し
ます。当日は、専門の相談員が相談に応じます。相談内容などの秘密は
厳守します。
日時 ２月28日（木）午前10時～午後４時
場所 河内長野市立市民交流センター（キックス）中会議室ＡＢ
内容 約1時間の個別相談
定員 20組
費用 無料
受付 ２月７日から電話で河内長野市商工観光課まで申し込みください

（先着順）
※空きがあれば当日参加できます。

〈問い合わせ〉・河内長野市商工観光課　1%31111（内線480）
〈問い合わせ〉・7大阪労働協会ジョブカフェ事業部　106（4794）7355

JOBカフェOSAKA in 南河内 就職相談会

ご理解とご協力を！
平成20年６月13日（金）、14日（土）の両
日、サミット財務大臣会議が開催されま
す。大阪市中心部では、広範囲な迂回や
交通規制などが予定されています。

☆大阪市中心部への車両での
乗り入れはご遠慮ください。
☆電車などの公共交通機関を
ご利用ください。
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わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ 

わが
やのホープわが
やのホープ

参加者募集中 
「みんなのひろば」は村民の皆さんのペ

ージです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っ

ています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１

小吹　おたに　なお ちゃん
（ 尾　谷　　　奈　央 ）

平成19年２月18日生まれ
お姉ちゃん達と仲良く、たくましく育ってください。
笑顔のすてきな女の子になってね！

父・訓史さん、母・祐理子さん

森屋　なかた　きょうすけ くん
（ 中　田　　　響　介　）

平成19年３月15日生まれ
響介の笑顔が家族みんな大好きです。
お兄ちゃんと一緒に元気に大きくなってね。

父・健治さん、母・ゆかりさん

近況は・・・

IBU（国際仏教大学）で社会科の先生になるた

めの勉強をしています。

趣味は・・・

お笑いのＤＶＤを借りて見ることです。

夢は・・・

金八先生のような熱い先生になることです。

最近、楽しいと思ったことは・・・

友達と正月からスポッチャ（ラウンドワン内

の施設）に行ったことです。

思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

夜は星がきれいだし静かなところです。

来月号は・・・

中学校の同級生の畠中　美津子さんです。

畠中さんへメッセージを・・・

また遊ぼうな。

小学校の入学
式の時のもの
です。

森屋 建 石　 和 哉 さん
＜19歳　うお座＞

Tateishi Kazuya
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むらの話題
あ　れ　こ　れ

20歳の門出を祝う

１月14日、くすのきホールで成人式が開催されました。
今年、新成人となったのは、昭和62年４月２日から昭和63

年４月１日までに生まれた若者たち。男子35人、女子21人は、
式典に参加し大人への仲間入りを再認識していました。
また式典終了後には、アトラクションとしてシープスジュ

ニア合唱団による「歌がいっぱい」、「あなたにありがとう」
が合唱され、新成人たちの20歳の門出を祝福しました。

●成人式●

商 売 繁 盛 祈 願

１月10日、商売繁盛の神様「えべっさん」で親しまれてい
る水分にある出合戎（藤野森神社）では、「十日戎」で賑わ
いました。
また、液晶テレビやゲーム機などが当たる福引きもあり、

人気を集めていました。

●水分の出合戎●

▲シープスジュニア合唱団

▲お礼のことば

▲誓いのことば
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防火・防災への誓いも新たに
●平成20年消防表彰式●

がんばりました

村立中学校では、12月21日に地区別生徒会活動の一環として生徒全員による村内の清掃を行ないました。
当日は、晴天に恵まれ各地域の人々にも大変お世話になり、道路を中心にゴミ袋35袋のゴミを集めました。

●クリーンキャンペーン●

むらの話題
あ　れ　こ　れ

１月12日、消防出初式が雨天の為、中止となり、
Ｂ＆Ｇ海洋センターで、消防表彰式が行われました。

表彰を受けた人は次のとおりです。
第３分団　浅岡　浩二　　第３分団　城戸　　明
第３分団　谷　　正法　　第６分団　千福　隆夫
第６分団　山口　恵嗣　　第７分団　杉本　公一
第８分団　谷　　惠司　　第８分団　渡部　　厚

「スイセン」や「菜の花」が開花
6千早赤阪楠公史跡保存会が、奉建塔周辺（二河原辺地区）
の景観向上のために、平成11年に植えた約５万株のスイセンや、
菜の花が咲き始め、散歩する人を楽しませています。見頃は
２月中旬頃です。



一般事務、幼稚園講師、介助員（学
校勤務）、給食配膳員の臨時職員など
の登録を受け付けします。学歴は問い
ません。
勤務時間 職種により異なります。
休日 土・日曜日および祝日
賃金 時間給780円（職種により異なり

ます。）
提出書類

●登録申請書（写真添付）
※申請書は秘書政策課まで。村ホーム
ページからもダウンロードできます。
●資格を有する職種は資格書のコピー
受付期間 ２月１日（金）～29日（金）

午前９時～午後５時
（土・日曜日を除く）

その他

勤務期間は職務内容により異なりま
す。勤務期間に応じ、健康保険、厚生
年金などに加入していただく場合があ
ります。
※この登録制度は、臨時職員などを任
用するうえで、あらかじめ登録をし
ておくためのものです。人員が必要
となった場合に、任用を決定します。

〈問い合わせ〉秘書政策課

村テニス連盟では、初心者・中級者
を対象とした第43回講習会を開催しま
す。
日時 ３月９日（日）～毎週日曜日

各回共午後１時～３時（全６回）
場所 村立テニスコート
費用 4,000円
定員 20人（先着順）
受付 ３月７日（金）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

永山実海　1&03600

応募資格

日本国籍を有する18歳以上27歳未満
の男子
受付期間

随時（試験日当日可）
試験日

受付時にお知らせします
入隊日

３月下旬予定
〈申し込み・問い合わせ〉

自衛隊富田林地域事務所
1@43799

労　　働

雇用・就労の手伝いをする千早赤阪
村地域就労支援センターでは、働く意
欲がありながら、何らかの就労を妨げ
る要因を抱えていることで就職が困難
な、障害者・ひとり親家庭の母親・中
高年齢者・臨時的な仕事に従事し将来
に不安をお持ちの若年者のために、地
域就労コーディネーターが雇用・就労
に関する相談に応じます。気軽にお越
しください。
担当窓口 産業振興課
時間

開庁日の午前９時～午後５時30分
主な内容

¡雇用、就労に関する相談
¡パソコンによる職業適性診断（興味
検査と性格検査）

¡インターネットによる求人情報検索
（就職の斡旋はできません。）
※相談などを希望する場合は、事前に
予約をお願いします。

〈予約・問い合わせ〉

産業振興課

催　　し

南河内地区小・中学校の養護学級と、
大阪府立富田林・藤井寺両養護学校の
児童・生徒の1000点を超える作品を一
堂に集めた「なかよし作品展」を開催
します。

日時 ２月13日（水）～15日（金）
午前９時～午後８時
ただし、15日（金）は午後３時ま
で。

場所 すばるホール３階展示室
（富田林市）

主催 南河内地区小・中学校養護教育
研究会

〈問い合わせ〉

学校教育課　1&21300

～ぶどう産地の援農をめざして～

南河内農と緑の総合事務所では、太
子町でぶどう栽培の支援を希望する府
民を対象に「平成20年南河内ぶどう塾」
を開催します。ぜひ参加ください。
開催日 ２月20日（水）～９月12日（水）
※原則として水曜日実施。（ポイント
研修）また、随時補講あり。（一般
研修）
場所 ぶどう塾研修園（太子町内）ほか
※園地は近鉄南大阪線「上ノ太子駅」
から約４d。バスはありません。
受講資格

ぶどう栽培基礎技術の習得を希望し、
研修終了後、南河内地域のぶどう農家
の栽培作業の支援ができる人
定員 40人（応募者多数の場合は抽選）
費用 無料（ただし、交通費、保険料、

教材費などは参加者負担）
応募方法

往復はがきに　q住所、w氏名、e

年齢、r電話（ＦＡＸ）番号、t職業、
y農業経験、u農業に関して思うこと
を記入のうえ、下記まで郵送してくだ
さい。
応募期間 ２月１日（金）～12日（火）

（必着）
〈応募・問い合わせ〉

〒584－0031
富田林市寿町２－６－１
大阪府南河内農と緑の総合事務所
農の普及課　ぶどう塾担当
1@51131（内線270）
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お知らせ

役場臨時職員などの
登録受付

テニス初・中級者講習会

防衛省自衛官募集
２等陸・海・空士（男子）

雇用・就労相談

なかよし作品展

南河内ぶどう塾
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・
電
話
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号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（日曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

赤阪土地改良区 水分180 &20081

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所 午前診 B～F 午前９時～正午
午後診（火・金）午後４時30分～６時

（土・日・祝・休診）

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

児童手当

子育て支援　まいど子でも
カード（大阪府事業）

福　　祉

児童手当（10月分から１月分）を２月
12日（火）に指定口座に振り込みます。
受給している人は、口座への入金を確
認してください。
支給月額

○３歳未満の児童　 一律 10,000円
（注）３歳到達後の翌月からは、第１

子・第２子の支給月額は5,000
円となります。

○３歳以上の児童
¡第１子 5,000円
¡第２子 5,000円
¡第３子以降 10,000円
注意事項

住所、受給者、児童数などに変更が
あった場合は、必ず届け出てください。
受給者がサラリーマンで、厚生年金な
どに加入している場合、退職や転職を
すると受給資格がなくなることがあ
り、後日返還金が生じる場合がありま
す。このような場合は、引き続き受給
できるか問い合わせてください。
〈問い合わせ〉健康福祉課

大阪府では、子育て世帯を社会全体
で応援するため、企業などの協賛によ
り、シンボルマークのついた携帯電話
画面などを店舗で提示することで、割
引・特典などのサービスが受けられる
事業を行なっています。
18歳未満の子どもを育てている世帯
のみなさんの登録をお待ちしています。
※登録方法・サービス内容については、
まいど子でもカードホームページを

ご覧ください。
〈問い合わせ〉

大阪府子育て世帯応援事務局
106（6452）6188
ホームページ
http://www.maidokodemo.jp

対象条件

q18歳未満の児童および18歳に達した
日からその日以降最初の３月31日ま
での間にある児童

wqの児童を監護する父または母
e父母のいないqの児童を養育する養
育者
（所得制限あり。例：２人世帯　230

万円）
申請手続きに必要なもの

事前に下記まで問い合わせください。
助成の内容

健康保険証を使って診療（保険診療
に限る）を受けたとき、医療機関に支
払う医療費の自己負担額の一部を助成。
〈問い合わせ〉保険課

対象者

戦没者などの死亡当時の遺族で、平
成17年４月１日において、公務扶助料
や遺族年金などを受ける人がいない場
合に、特別弔慰金として額面40万円で
10年償還の記名国債が支給されます。
対象となる遺族は次の順番による先順
位の遺族１人です。
１．弔慰金の受給権者
２．戦没者の子

３．q父母w孫e祖父母r兄弟姉妹
（戦没者などと生計関係を有して
いなかった人などは除きます）

４．上記３以外のq父母w孫e祖父母
r兄弟姉妹

５．上記１から４以外の三親等内の親
族
（戦没者などの死亡時まで引き続
き１年以上生計関係を有していた
人に限ります）

請求期間

平成20年３月31日まで
〈請求・問い合わせ〉健康福祉課

保険・年金

国民健康保険料・国民年金保険料は、
社会保険料控除として所得から控除さ
れます。昨年１年間に納められた国民
健康保険、国民年金の保険料は、全額
「社会保険料控除」の対象となります。
申告の際に、国民年金保険料につい
ては、平成19年中に保険料を納めたこ
とを確認できる「領収証書」や「国民
年金保険料控除証明書（証明書は、社
会保険庁より11月に郵送されていま
す）」などの証明書類の添付が必要です。
年金を納付した際は、「領収証書」を
大切に保管しておいてください。なお、
「国民健康保険納付証明」の添付は不
要です。
国民健康保険料

平成19年１月から12月までの納付済
の額
国民年金保険料

証明書類に記載の額（証明書類の添
付が必要）
〈問い合わせ〉

¡村保険課（国民健康保険料）

戦没者などの遺族の皆様へ
第８回特別弔慰金の請求は
おすみですか

保険料の所得控除

ひとり親家庭医療助成の
申請を
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名　　　　　　　称 連　　絡　　先 実　施　日 時　　　間
休日診療所　1@81333

富田林市向陽台1－3－38
内科・歯科

休日診療
日曜日・祝日
年末年始（12月29日
～１月３日）

受付
午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

午後８時～翌朝８時365日

富田林病院　1@91121（代表）
富田林市向陽台1－3－36

小児科

富田林市消防署　1@51122小児急病診療（当番病院紹介）
♯8000（携帯電話・NTTプッシュ回線利用の場合のみ）

106（6765）3650
365日 午後８時～翌朝８時

106（6761）1199
大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況紹介）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうか判断の参考に）

365日

http://kodomo－qq.jp/「こどもの救急」ホームページ（受診するかどうか判断の参考に）

24時間対応

休
日
・
夜
間
の
医
療
機
関
な
ど

第
３
期
分
の
納
期
限
は
10
月
31
日（
水
）で
す
。
〜
納
税
は
お
早
め
に
〜
〈
問
い
合
わ
せ
〉
税
務
課

村
・
府
民
税

¡控除証明書専用ダイヤル（国民年金）
10570（00）9911
平成20年３月14日まで
（平日午前９時～午後５時）

社会保険庁では、基礎年金番号に結
び付いていない約５千万件の記録につ
いて、現在、名寄せを実施し、記録の
統合に向けた取り組みが進められてい
ます。
この取り組みの一つとして、３月ま
でに、本人の基礎年金番号に記録が結
び付くと思われる人に「ねんきん特別
便」が送付されます。その後、４月か
ら10月までに、その他のすべての人に
送付されることになっています。
○住所変更の届出が済んでいない人
住所変更の届け出が済んでいない人
は、大切な「ねんきん特別便」を送付
できません。お手数ですが、住所の変
更・訂正は、ご自身による手続きが必
要となりますので、以下の窓口で手続
きをお願いします。
¡国民年金第１号被保険者・・・役場
の窓口へ

¡厚生年金加入者・国民年金第３号被
保険者・・・勤め先へ

¡年金受給者・・・社会保険事務所へ
○結婚などで姓が変わられた人
名寄せにより結び付く可能性のある
記録を探し出すためにも、結婚などで
姓が変わられた人で、氏名変更の届け
出をされていない人は、早急に変更の
届け出をしてください。
○「ねんきん特別便」の内容の確認と
確認後の回答方法
「ねんきん特別便」では、社会保険
庁が把握している加入記録をお知らせ

しています。ご自身の記録にもれがな
いか十分に確認いただき、訂正がない
場合には同封の「確認はがき」を、訂
正がある場合には「年金加入記録照会
票」を必ず提出していただきますよう、
ご協力をお願いします。
○ねんきん特別便　出張受付
日時 ２月22日（金）
¡午前10時30分～午後０時30分
（いきいきサロンくすのき健康相談室）
¡午後２時～４時
（いきいきサロンやまゆり娯楽室）
持参するもの

年金加入記録照会票
※年金受給者の人は年金証書も合わせ
て持参ください。

〈問い合わせ〉

ねんきん特別便専用ダイヤル
10570（058）555
ＩＰ電話・ＰＨＳからは
103（6700）1144

募　　集

日時 ３月16日（日）
午前10時～２時間程度

場所 トレーニングルーム（２階）
内容 トレーニングマシンの使用方法

トレーニングの基礎理論
資格 16歳以上の人
定員 15人（先着順）
受付 ３月14日（金）の午後５時まで
服装 運動のできる服装・室内用シュ

ーズ・タオル
費用 500円
※トレーニングマシンはこの講習を受
けた人でないと利用できません。
※トレーニング講習会は２カ月に１回
（奇数月）第３日曜日に実施
〈申し込み・問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

「ねんきん特別便」が
送付されます

トレーニング講習会

上下水道課において安全で安心な水の供給を行うため、定期的に水質検
査を実施しています。平成19年８月から11月までの検査結果を次の表のと
おりお知らせします。
また、奥千早浄水場原水のダイオキシン検査も実施しました。
なお、すべての水質検査項目結果については、上下水道課で閲覧できます。

〈問い合わせ〉上下水道課

項　目 水質基準値 千早赤阪村役場 川野辺集会所 小吹台連絡所 千早診療所前
一　般　細　菌 １p中に100以下 0 0 0 0.3
大　腸　菌　群 検出されないこと 不検出 不検出 不検出 不検出
硝酸性・亜硝酸性窒素 10m／r以下 1.74 1.34 1.72 1.00

鉄 0.3m／r以下 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.02
マ　ン　ガ　ン 0.05m／r以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満
塩化物イオン 200m／r以下 8.1 15.2 10.4 5.3
有　機　物　等 10m／r以下 0.6 0.7 0.6 0.5
Ｐ　　Ｈ　　値 5.8～8.6 7.56 7.58 7.57 7.59

味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし
臭　　　　　気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし
色　　　　　度 ５度以下 0.8 0.6 0.7 1.0
濁　　　　　度 ２度以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1

○浄水水質検査結果○ （平成19年８月～11月の浄水の平均値）

水道水の水質検査結果のお知らせ
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この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙 

100

ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談
２月７日（木）・21日（木）
３月６日（木）

も え る ご み
（火・金曜日）

粗　大　ご　み
（第 1水曜日）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日）

プラスチック製容器
（第２・４木曜日）

空カン・空ビン
（第４水曜日）

各地区ミゼット車

心配ごと

２月７日（木）
３月６日（木）児　　童

２月21日（木）行　　政

毎日（土日祝、年末年始を除く）
時間　午前９時～午後５時
場所　住民課
※事前に電話で予約してください。

人　　権

千早、東阪、小吹
中津原、森屋

川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

２月１日（金）
５日（火）・８日（金）
12日（火）・15日（金）
19日（火）・22日（金）
26日（火）・29日（金）
３月４日（火）

２月21日（木）

２月27日（水）

２月19日（火）予定

２月28日（木）予定

２月29日（金）予定

２月14日（木）
28日（木）

２月６日（水）
３月５日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,544人（－２）

男　　3,104人（－３）

女　　3,440人（＋１）

世帯数　2,333戸（＋２）

12月末日現在、（ ）は対前月比

起  訴 
検察官が被疑者について 

裁判を求める手続きです。 

裁判の準備 

裁判員を選ぶ 

充実した裁判を迅速に行う 
ために、裁判官、検察官、 
弁護人が、前もって打ち合わせ 
をし、審理計画を立てます。 

裁判員は6人、裁判官は3人です。 
ただし、裁判員4人、裁判官1人の 
場合もあります。 

さい  ばん  いん 

裁判官3人 

裁判員6人 

裁判員制度を 
　　　ご存じですか！ 
「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」（裁判員法）が、 
平成16年5月28日に公布されました。 
国民の司法参加を実現するこの制度は、平成21年5月までの 
間にスタートします。 

捜  査 
捜査機関（警察など）が 

証拠の収集などをします。 

裁
判
員
が
参
加
す
る
仕
事 

裁判を行う 法廷で証人の話を聞いたり、 証拠を調べたりします。 

評　議 裁判員と裁判官で、 
有罪・無罪や刑の内容を決めます。 

判　　決 

私の
視点、

私の感覚、私の言葉で参加します。

こう ふ 

けんさつかん ひ　ぎ しゃ 

さいばんかん 

べん ご にん 

しん り 

ほうてい 

ひょう　　　　　 ぎ 

裁判員制度を 
　　　ご存じですか！ 

〈問い合わせ〉

¡最 高 裁 判 所　103（3264）8111 ホームページ http://www.court.go.jp/
¡法　　務　　省　103（3580）4111 ホームページ http://www.moj.go.jp/
¡日本弁護士連合会　103（3580）9841 ホームページ http://www.nichibenren.or.jp/




